
 　　　　　　　　　　 　　あらすじ 　　　　　　一條大蔵譚　奥殿の場
　時は源平の時代。牛若丸（のちの源義経）の母・常盤御前は、夫・源義朝の死後、平清盛の側室となり、その後、公家・一條大蔵長成の妻となります。

大蔵卿は普段から能や狂言に明け暮れているため、世間から「阿呆者」と呼ばれています。一方、源氏再興の為、吉岡鬼次郎と妻のお京は真意を探ろうと

常盤御前に近づきます。お京は女狂言師として大蔵卿に仕え館に忍び込むと、楊弓遊びに夢中になる常盤御前。後に合流した鬼次郎とお京は常盤を打ち

据えて責め立てます。常盤は怒るどころか、鬼次郎を褒めます。実はそこには矢で射抜かれた平清盛の肖像が。「平家調伏の祈り」常盤御前の本心は

源氏への忠義と明らかになります。様子を聞いていた、大蔵卿の家来、八剣勘解由。お家横領を企んでいます。清盛の元へ行こうとする勘解由とそれを

留める鬼次郎。二人が斬りあっていると、そこに現れる大蔵卿。長刀にて勘解由を成敗する姿に驚く鬼次郎夫婦。さてその真意は。

 「まるおか子供歌舞伎」
松竹 ( 株 ) から寄贈された、大阪道頓堀「中座」の破風、緞帳、そして
これを活かすために誕生したのが「まるおか子供歌舞伎」です。
坂井市は、平成13年から「まるおか子供歌舞伎」の公演を開催し、
　伝統文化を継承すると共に、演技指導を通して礼儀作法なども
　習い、児童の健全育成を図ります。

 まるおか
子供歌舞伎
 まるおか
子供歌舞伎

第二十一回公演

＊
尚
、
そ
の
時
の
状
況
に
よ
り
、

　
時
間
の
変
更
も
あ
り
ま
す
。

シャトルバス   10月24日(土)
坂井市役所丸岡支所・丸岡バスターミナル

坂井市役所丸岡支所・丸岡バスターミナル

会場

(11時の部 )

①10：00
②10：30

(11時の部 )

①13：15
②13：45

①14:00
②14:30

(15時の部 )

①17 :15
②17 :45

(15時の部 )

磯部小学校・旧体育館
( 福井県坂井市丸岡町上安田 7-24)会場案内図
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